
　

毎
年
恒
例
の
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、

オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス（
一
般
公
開
）

を
一
〇
月
二
四
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
め

ぐ
ま
れ
、
満
開
の
コ
ス
モ
ス
と
と
も

に
約
二
一
○
○
名
の
方
々
を
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
究
所

で
行
っ
て
い
る
最
先
端
の
研
究
を
一

般
の
方
々
に
分
か
り
や
す
く
、
お
子

さ
ん
方
に
も
科
学
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
大
型
ヘ
リ

カ
ル
装
置
（
L
H
D
）
見
学
ツ
ア
ー

や
科
学
工
作
・
実
験
コ
ー
ナ
ー
、
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
三
九
の
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
プ
ラ
ズ
マ
く
ん
の

も
と
に
は
、
ミ
ナ
モ
、
と
っ
く
り
と
っ

く
ん
、
志
野
田
茶
太
郎

も
応
援
に
か
け
つ
け

て
、
子
供
た
ち
に
大
人

気
で
し
た
。

オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス

（
一
般
公
開
）を
開
催
し
ま
し
た

2013

超伝導磁気浮上列車実演の様子

オープン・キャンパスで記念撮影
左から、ミナモ、志野田茶太郎、プラズマくん、
とっくりとっくん

自然科学研究機構　核融合科学研究所　（総合研究大学院大学　核融合科学専攻）
住所　〒509-5292 土岐市下石町 322-6　電話　0572-58-2222　
ホームページ　http://www.nifs.ac.jp/　メール　nifs@nifs.ac.jp
「プラズマくんだより」のバックナンバーは http://www.nifs.ac.jp/plasmakun_news/ で
ご覧いただけます。　　　見学も随時受け付けています。

　

冬
に
な
る
と
、
研
究
所
に
や
っ
て

来
る
ル
リ
ビ
タ
キ
。
ク
リ
ク
リ
と
し

た
目
が
可
愛
い
小
鳥
で
す
。
雄
は
名

前
の
と
お
り
瑠
璃
色
を
し
て
い
る
の

で
、
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
お
そ

ら
く
雌
で
し
ょ
う
。
ル
リ
ビ
タ
キ
は

冬
に
な
る
と
、
高
い
山
か
ら
低
い
と

こ
ろ
に
降
り
て
き
ま
す
。
研
究
所
に

も
冬
に
な
る
と
や
っ
て
き
ま
す
。
大

き
な
声
で
ヒ
ー
ッ
、
ヒ
ー
ッ
と
鳴
く

の
で
、
こ
の
声
を
聞
く
と
も
う
冬
が

や
っ
て
来
た
な
と
感
じ
ま
す
。

さ
ん
ぽ
み
ち

研
究
所
の
中
や
周
り
の
自
然
を

紹
介
し
ま
す

も
う
後
戻
り
で
き
な
い
地
球
温
暖
化
対
策
！

世
界
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
を
目
指
す
こ
と
に

地球温暖化、異常気象、食料危機、資源枯渇と、地球は多くの問題を抱えているよね
いま、ぼくたちのできることを考えてみよう

あしたの地球　テラ・ストーリーあしたの地球　テラ・ストーリー

　

一
二
月
一
二
日
ま
で
パ
リ
で
開
か
れ
て
い
た
C
O
P
2
1

（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
二
一
回
締
約
国
会
議
）
と
い
う
国

連
の
会
議
、
ニ
ュ
ー
ス
で
お
聞
き
に
な
っ
た
方
も
い
る
で
し
ょ

う
。
一
九
九
五
年
か
ら
毎
年
開
か
れ
て
い
る
締
結
国
会
議
で

は
、
各
国
が
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
目
標
を
決
め
て
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
今
回

の
会
議
が
、
歴
史
的
な
第
一
歩
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
全
世
界
の
国
々

が
一
つ
に
な
っ
て
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
を
削
減
し
よ
う
と
話
し
合
っ
た
こ

と
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
積
極

的
で
な
か
っ
た
米
国
、
中
国
な
ど
も
削
減
目

標
を
提
出
し
ま
し
た
。
上
の
表
を
見
て
も
分

か
る
よ
う
に
、
中
国
、
米
国
を
合
わ
せ
る
と
、

世
界
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
四
割

を
超
え
ま
す
。
ま
た
現
在
、
一
九
六

の
条
約
締
結
国
・
地
域
の
う
ち
、
一

六
十
の
国
・
地
域
が
目
標
案
を
提
出

し
ま
し
た
。
ま
さ
に
世
界
が
一
つ
に

な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
日
本

の
削
減
目
標
は
二
〇
三
〇
年
に
お
い

て
二
〇
一
三
年
比
で
二
六
％
で
す
。

世
界
か
ら
は
不
十
分
と
の
批
判
も
受
け

て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
省
エ
ネ
技
術
な

ど
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
確
実
に
達
成

す
る
の
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二酸化炭素主要排出国の削減目標案

参考：INDC（各国が自主的に決定する約束草案）
のHP、 http://www4.unfccc.int/submissions/indc/



ふゅーじょん

　「雷が落ちた田んぼは豊作になる」、「雷が落ちるとキノコがよく育つ」という言い伝えがありま
す。雷は、プラズマです。プラズマが、作物の成長を促進するのでしょうか？今回は、プラズマの
農業への応用について紹介します。
　さて、キノコの話ですが、岩手大学では、シイタケの
ホダ木に高電圧をかけてプラズマを当てる実験が行わ
れ、プラズマを当てたホダ木では、当てないホダ木に比
べて多くの、そして大きなシイタケが育つことが確認さ
れました（右の写真）。プラズマを当てることにより、シ
イタケが電気的な刺激を受けて、成長が促進されると考
えられています。ナメコなど、他のキノコでも効果が見
られており、ホダ木にプラズマを当てる装置が商品化さ
れています。キノコの他にも、カイワレ大根などの種子
にプラズマを照射すると発芽など成長が促進されるなど
の研究結果も報告されています。
　一方、収穫された作物にプラズマを当てると、腐らず
長持ちすることも報告されています。例えば、ミカンにプラズマを当ててやることで、アオカビ菌
がなくなりカビが生えず長持ちします。これは成長促進ではなく、逆に殺菌作用です。プラズマの
種類や、当てる時間などにより、成長の促進や、逆に殺菌作用が得られるのです。
　うまくプラズマを使うことにより、冒頭に挙げた言い伝えの通り稲が豊作になったり、収穫した
作物が長持ちするなどして、世界の食料問題に大きく貢献することができるのではないかと期待さ
れています。

ープラズマ・核融合ミニミニ辞典ー

ナ　ウ

プラズマで作物の成長がよくなる!?
～農業分野へのプラズマの応用～

プラズマ無

プラズマ有

プラズマ処理の有無によるシイタケの成長の
比較

参考：岩手大学のHP（研究所紹介、高木研究室）：http://www.eng.iwate-u.ac.jp/jp/labo/takaki/

　正解者の中から抽選で10名様にプラズマくん
グッズ（LEDライト付きボールペンNEW、マグ
ネットクリップ、タオルハンカチ、A4クリップ
ボード）をプレゼントします。解答、お名前、ご
住所、よろしければ記事に対するご意見・ご感想
もご記入の上、メールまたはハガキ（広報室宛）
にてご応募ください。
　　　送付先:nifs@nifs.ac.jp（締切1月31日）
　　　（正解は次号とホームページ上で）
　10月号の正解は「A プラズマシミュレータ」
でした。たくさんのご応募ありがとうございまし
た。

クイズDEプラズマ博士
シイタケのホダ木にプラズマを当
てると、あることが起こることが
知られています。そのあることと
はなんでしょうか。

A 　シイタケが小さくなる
B 　シイタケが大きくなる
C 　マツタケが出てくる

　核融合発電の実現にはプラズマを１億度以上に維持
する必要があり、核融合科学研究所では大型ヘリカル
装置（LHD）を用いて、日々研究を進めています。高
い温度を持つプラズマの内部には、ときに大小様々な
流れや渦が発生し、それらが不規則に乱れた「乱流」
状態となることでプラズマの温度を低下させることが
あります。身近でも乱流は見られます。川の流れを見
ていたら、ところどころ渦を巻いているところが見え
ますよね。あれが乱流です。
　そこで理論研究者は、スーパーコンピュータを駆使
したシミュレーション解析を使って、乱流を詳しく調
べ、プラズマ温度の正確な予測を目指しています。乱
流のシミュレーションの難しい点は、とてつもなく速
い電子の運動（秒速数万キロメートル）と比較的遅い
イオン粒子の運動（秒速数百キロメートル）を同時に扱わなければならないことです。より重
いイオン粒子ほど電子との速度差が大きくなるため、より大規模なシミュレーションが必要に
なりますが、2015年6月に更新された最新鋭のスーパーコンピュータ「プラズマシミュレー
タ」（前号のLHDナウをご覧ください）を使って、これまでは難しかったLHD重水素プラズ
マの乱流シミュレーションを世界で初めて実現しました。その結果、軽水素に比べて重水素※
のプラズマではプラズマの乱れが抑制されることが分かり、今後予定されているLHDの重水
素実験でより高性能のプラズマが生成できることを予測しました。

プラズマ内の乱流を最新鋭のスーパーコンピュータで再現
̶ 世界初の LHD重水素プラズマのシミュレーション ̶

LHD NOW

LHDプラズマ中の乱れの分布。濃い色の部分
で強い渦や波が生じている。

※重水素は、水素（軽水素）の同位元素と呼ばれる安定な物質。水素の原子核である陽子に中性子が加わったも
ので、化学的な性質は変わらず、軽水素の約２倍の質量を持つ。自然界における存在割合は、軽水素が
99.985%、重水素が 0.015%。

　11月3日から6日までセラトピア土岐において、『未来を拓け！―プ
ラズマ・核融合科学の革新―』をテーマとした、国際土岐コンファレン
スを開催しました。第25回目となる今回は、海外からの参加者（11ヶ
国45名）及び学生(留学生)を含む総数263名の参加があり、活発な議
論及び討論が行われました。また、期間中の11月3日は、東濃地震科
学研究所副首席主任研究員木股文昭氏（名古屋大学名誉教授）による『火
山噴火のメカニズムとその予知研究の現状―御嶽山におけるケーススタ
ディー―』と題した市民学術講演会が行われ、約200名の参加がありま
した。2014年9月27日水蒸気爆発により多数の犠牲者が出た御嶽山に
ついて、過去から現在に至る地震や地殻変動の観測網整備の状況、噴火
モデルの研究状況、高精度で高密度な観測が必要である現状について、
他の活火山との比較も交えながら丁寧に解説され、講演後には会場から
多くの質問が出されました。

第25回国際土岐コンファレンスを開催
プラズマにゅーす

市民学術講演会で講演する
木股文昭先生
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